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【要約】
[bookmark: _GoBack]骨粗鬆症患者は国内に1,200万人以上いると推計され，自覚症状に乏しい慢性疾患であることから検査率や治療率は未だに低く，要介護の大きな要因となっている．本研究では，歯科用CT画像を用いて骨粗鬆症患者と健常者の顎骨を比較し，骨粗鬆症の診断につながる骨構造の変化をみつけることを目的とする．
